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ねとらぼ振り返り 
怪しい隣人 

なんとなく思い立ってやってみた企画 
 

 夏コミの辺りでふと気づいたのだが、ねとらぼに連載をはじめて 1 年が

立っていた。人生何がどう転ぶかさっぱりわからないもので、お声がけを

頂いてホイホイ乗っかって気がつけばこんな事になっていた。幸いにして

「もうええわ」とも言われず、ちょいちょい原稿を書かせていただいてい

るのはありがたいというほかない。なお不定期なのは単に毎月愉快なモバ

クソネタが定期的に取得できるわけでもないからである。 

 今回は今までの連載で何を書いてきたかについてちょっと振り返ってみ

ようとふと思った次第。 

 

・セブンズストーリー 
これが初の原稿であり、連載という形にはなっていない。 

突然お声がかりがあってしばらく悩んだものの「こういうときは迷うよ

り飛べ」という脳内の声に従って書かせていただいた初の記事。結果的に

この後リリースされたセブンズストーリーは、ゲームとしては大変洗練さ

れていたものになったがお話は「うーん」という感じのものになっていた。 

ただ、システムは本当に素晴らしい。オートプレイとレベル上げダンジョ

ンの実装により「プレイしてもしなくてもいい」レベルのプレイの気軽さ

がある。そこからさらにやり込めば更に深いところまでいける。アクセサ

リーのシステムが若干わかりづらいけど。 

攻略 Wiki の類があればさらに人は増えそうなゲーム。あまりゲームは頻

繁にログインできてはいないが先般一周年を迎えたようで何よりである。

なお、同時に発表されたゲームがウマ娘プリティーダービーなのはみんな

覚えておこう。なおウマ娘は 12 月 15 日のサイゲフェスで延期が発表され

たという。 
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・ガルクロ！ 
ここからは連載という形に。ネットであまりにひどい話題が！ という

情報を得て即プレイした思い出。DMM はこれに限らず画集のようなもの

をまとめて配布するタイプが多く、気がついたらリリースされて気がつい

たら死んでるゲームが大変多かったりするので追いかけづらい。 

 

・工作員さんのイベントレポ 
今のところ唯一の非ゲームレポート。例の「もっとアラモゴードのゴミ

捨て場から掘り出されたという E.T.の匂いとかについて書いてほしかっ

た」というご希望があった。まあ俺としては工作員さんの珍コレクション

より、ソシャゲ的なネタがどれくらい拾えるかとか、彼の人の小説がどう

いう元ネタから作られているかの方に興味があったのでいたしかたあるま

い。レゲー展示会ではなかったのだから。 

 

・アズールレーン 
これも「やってますか？」と聞かれてタイムリーにプレイ中だったので

書かせていただいた。上の工作員さんのレポに同行してくれた人が熱心に

遊んでいたのを見て「俺もやってみるか」と始めたのがきっかけなので世

の中何がどう転ぶかわからない。「ストーリーがちゃんとしている」と褒め

ておいてこの後イベントストーリーが一切実装されなかったのは大変気ま

ずい思い出である。 

また、この記事を元にした記述が Wikipedia のアズールレーンの項目に

あってキモを冷やした。そしてこの記事で「艦船少女」という表記をして

いるのだが、これが「公式でこんなの言ったことがない」とよく言われる

のだが、俺としてはプレスリリースで「擬人化艦船少女×STG」と記載が

あったので記載を流用したのだが……。ちなみにその後「艦娘」という表

記をうっかり使った挙げ句、最終的に「KAN-SEN」という略称が決まった

らしいがあまり使われない気がする。アビスホライズンの「艦姫(ふなひ

め)」みたいに最初から決めておけばよいのに。なお記事において軽く戦艦

少女 R に触れたらプレイヤーの方の逆鱗に触れた部分もあった模様。 
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・終幕彼女 

終了したソーシャルゲームをモチーフとしたゲームらしく、リリース記

事からいろいろと原稿を書いたのだが、まさか未だにリリースされてない

とか思わないじゃんよ。このときもとあるゲームの開始から終了の時間を

間違えてしまい、好きな人の逆鱗に触れることになってしまった。こちら

は純粋なミスなので申し訳ないと思うこと半分、ジオン残党みたいな人を

敵に回すとおっかないので気をつけようという気分半分。 

 

・FGO：英霊剣豪 
FGO のシナリオで「パクリ」という意味でマイナスの大騒ぎがあったの

はこれが今のところ最大な気がする。 

騒いでるけどパクリというほどでもないんだよ、という論調の記事だった

ためか、2ch だか 5ch だかに「火消し記事」とか言われた愉快な思い出が

ある。また、とある作家さんに噛み付き続けた挙げ句裁判起こされて敗訴

した人が「この程度の手持ちで山風マニアを気取っている」と笑っていた

らしく、大変かわいそうなものを見る目で見ると共に「俺も有名になった

もんだ」と性格の悪い賞金首みたいになってしまった。 

荒山轍をオチに持ってきて、歴史伝奇ネタ界隈で有名な方に取り上げて

もらったのが大変嬉しかった。その方が後に刀使ノ巫女で剣術監修を担当

しておられて驚愕した。うっかりモバクソで取り上げなくてよかった……。 

 

・ミリオンライブ 
サービス終了告知を受けての記事。今までの記事の中で一番キモが冷え

た記事。なんでかってそりゃもちろん俺より詳しい人がいくらでもいる世

界だかからである。「モバクソ畑」という名前だけでピキッと来てた人もい

たようで、これに関してはまあ昔から誤解を受けるネーミングなのでしか

たあるまい。これとデレマス記事は何故か人をニワカ呼ばわりする人が現

れていた。間違ったところや欠けたところがあったら指摘してくれれば訂

正するので、一人で文句を言って自己満足に浸るよりは、至らないライタ

ーに「ご指摘ありがとうございました」と頭を下げさせる方で満足してい

ただきたい。 
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・ドッカンバトル 
毎度恒例ガチャの確率騒動。当時は大騒ぎになったがなんだかんだで沈

静化はしたと思う。ガチャ系の話題はいつもそうだけど。まさかこれの後

にライトフライヤースタジオの『アナザーエデン』でガチャ確率騒動がお

こると思わなかった。しかもドッカンバトルは「操作していません」とソ

ースまで見せて説明することになったのに、アナザーエデンは本当に操作

していたという。それでもアナデンの方が騒ぎが沈静化するのが早かった

辺り、ユーザー層の形成って大事だなあと思わされる。なおライトフライ

ヤースタジオは事件の後社名を変更し、別の子会社が Vtuber 関連の商売を

始めていた。まだ「もう辞めたアナデンの前プロデューサーが悪いんです」

と言ってくれればマシだったのに。いやそれでも社内の体制に問題がある

のは変わらないけれど。 

 

・どうぶつタワーバトル 
多分自分の書いた記事で一番 PV があったのではないだろうか。こちら

も Wikipedia に記載がある。作者の方に記事を書いてくれてありがとうと

感謝されたのは大変よい思い出となっている。ちなみにゲーム自体は「や

ってますか？」と聞かれて「落としてみます」から即記事を書くことにな

ったという。多分モバクソ畑の中で今のところ唯一の非ガチャゲー記事と

思われる。 

 

・きららファンタジア 
こちらは出だしのトラブルからいろいろあったため、火消しのつもりで

書いた記事であった。書いてる最中に似たような方向性の記事が別のサイ

トにアップされて頭を抱えた記憶もある。「実際はチートじゃなくて見せか

けだけの改造なんですよ」というのを技術者じゃない人に伝えるのがたい

へん難しかった記憶。初動のズッコケがあったにもかかわらずこちらも一

年を超えて運営しており、落ち着いたと思われる。開発会社がどんなペナ

ルティを食らったかは流石に知らない。この「ここのテキストをいじった

ところで意味はないよ」という話題、ロマンシング サガ リ・ユニバース

でも再発していて大変微妙な気分になった。 
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・デレマス思い出話 
こちらはミリオンよりは詳しいという自負がある分落ち着いて書けた記

事。りくぜんさんを思い出したというブクマがやたらとついていたが書く

ほうが意識していないわけがない。あの人ほど経済的知識がないのでそっ

ち方面の話は書けないので、幸いにして芸風が被ることはないのだった。

とか言ってたらりくぜんさんのブログでモバクソ本が紹介されてひっくり

返ることに。 

モバマス系の当時の日記だともう一つ犬紳士さんのモゲマス女衒日誌も大

変リスペクトおります。それ以外の印象的な話だと、偶然かーずさんの記

事とネタが被って大変おもしろいことになったという。 

 

・ネギマテ 
ネギマとか UQHolder にあまり思い入れがないのにあまりの泥人形っぷ

りに記事を書いてしまってすまない……という案件。ゲームとしては久々

にアニメスクショ物見たわ！ って感じだったんだが、その後ちょいちょ

いアニメスクショで気楽に作ったアプリが出てきて時代の逆行を感じてい

る。転スラとかそんな感じだし、からくりサーカスのアプリもおそらくそ

う言う方向性だと思う。ラーメン大好き小泉さんはそれ以下のシロモノが

軽くお出汁されてきたけれど。 

 

・ときめきアイドル 
まさかのゆりかごから墓場までをモバクソ畑で見届けるコンテンツにな

るとは思わなかった……。というわけで今後にご期待下さい。 

開始時の感想としては、記事を書いた時点でローディング画面の「すなぎ

も！」ネタを見ておらず、それに言及できなかったのが大変残念。後、記

事を書いたしばらく後に本格的にときめきアイドルが売れてないんじゃな

いかと思ったときに「隣人さんが記事を書いたからでは」と言われてショ

ックを受けた。俺は墓場の管理人になりたいだけで墓場に人を殺して埋め

たいわけじゃないんだ。 

 

 


